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「 ア メ リ カ の 世 界 戦 略 ー NATO の 拡 大 と 、 ロ シ ア の 弱 体 化   

ウ ク ラ イ ナ へ の 武 器 供 与 と 戦 争 継 続  ― 停 戦 合 意 を ！ 」             2022/4/29. 

  （ ア ジ ア 、 中 国 へ の プ レ ッ シ ャ ー ）           羽 場 久 美 子  

 

序 ．論 点： ア メ リ カ の 世 界 戦 略：「 価 値 の 同 盟 」専 制 主 義 を 弱 体 化 し 崩 壊 さ せ る（ 民 主 化

す る ）  冷 戦 終 焉 後 1989 以 来 継 続  

問 題 設 定   一 連 の 疑 問  

ア メ リ カ の ウ ク ラ イ ナ 支 援  

・ な ぜ ア メ リ カ は ウ ク ラ イ ナ を 支 援 し 続 け る の か 。         

・ な ぜ ア メ リ カ は 破 壊 兵 器 を 次 々 に ウ ク ラ イ ナ に 送 り 込 む の か 。     

・ な ぜ ア メ リ カ は 、 NATO の 拡 大 を 望 む の か 。           

・ な ぜ 、 欧 州 で OSCE(全 欧 安 保 協 力 機 構 )が 機 能 し な い の か 。  

・ な ぜ 欧 州 の 不 戦 共 同 体 （ 和 解 ） が 機 能 し な い の か 。           

・ 何 故 フ ィ ン ラ ン ド 、 ス ウ ェ ー デ ン は NATO 加 盟 を 検 討 す る の か 。   

・ な ぜ ア メ リ カ は 停 戦 に 反 対 す る の か 。       

→  ロ シ ア ・ ウ ク ラ イ ナ 戦 争 は 、 ア メ リ カ を 軍 事 ・ 経 済 ・ 政 治 全 て に お い て 、 有 利 に し た  

数 年 で も 、 ロ シ ア 崩 壊 ま で で も 、 戦 争 継 続 が ア メ リ カ の 利 益 。  

： ウ ク ラ イ ナ 、 ロ シ ア が 壊 れ て し ま う 。  

 

Joseph Nye:  2022 年 3 月 の ISA 国 際 会 議 の 報 告 で ：  上 記 回 答 を 示 唆  

１ ）． ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 は 世 界 政 治 の 方 向 を 転 換 さ せ た 。  ド イ ツ 、 NATO の 政 策 転

換 （ 紛 争 地 に 武 器 供 与 、 防 衛 費 2％ 、 加 盟 国 外 に 軍 事 支 援 正 当 化 ： 軍 事 化 の 歯 止 め を な く す ） 

２ ）． 主 権 と 領 土 保 全 の 基 本 原 則 に 変 化 は な い 。（ 国 際 法 遵 守 ）  

３ ）． ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 は 、 ア メ リ カ と 西 側 世 界 の 立 場 を 有 利 に 変 え た 。  

４ ）． ロ シ ア は 軍 事 力 、 経 済 力 、 ソ フ ト パ ワ ー を 失 っ た  

５ ）． 中 国 は ソ フ ト パ ワ ー を 失 っ た 。 制 裁 の 経 済 的 影 響 も う け る こと に な ろ う 。  

６ ）．「 権 威 主 義 」の 強 力 な 軸 は 、損 な わ れ た 。（ ロ シ ア 、中 国 、ア ジ ア・ア フ リ カ の Power）  

 

１ ． ア メ リ カ の 世 界 戦 略 ー 国 連 か ら NATO へ  

 

ア メ リ カ ー WWI, WWII: 戦 争 を 終 わ ら せ る た め に 国 際 機 構 を 創 設 し て き た 。  

・ 第 1 次 世 界 大 戦 Wilson 参 戦  WWI 後 ― 国 際 連 盟 League of Nations 1920.1． 10 発 足  

ウ イ ル ソ ン ・ 14 箇 条 を 基 礎 と し 、「 国 際 平 和 機 構 」 の 設 立 。  

・ 第 2 次 世 界 大 戦  Roosevelt WWII 中 か ら ー 国 際 連 合 United Nations 構 想  

 ダ ン バ ー ト ン ・ オ ー ク ス 、 ヤ ル タ 、 サ ン フ ラ ン シ ス コ  

1945.10.24 す べ て の 国 が 加 盟 、（ 戦 勝 ） 大 国 が 常 任 理 事 国  

今 や Asia Africa, Latin America す べ て の 国 が 参 与 （ 必 ず し も ア メ リ カ に 有 利 で な い ）  
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・ 冷 戦 終 焉 後  ★  最 大 の 間 違 い ： 国 連 か ら NATO へ  

1991． ロ ー マ 宣 言  NATO を 、「 危 機 管 理 の 同 盟 」 と し て 改 組 、 拡 大 を 開 始 。  

実 際 に は 「 対 ソ 軍 事 同 盟 」 の 性 格 は 変 わ ら ず 。  （ 拡 大 → 戦 争 を 挑 発 ）  

 

資 料  

１ ）1990 年 2 月 9 日 、当 時 の ア メ リ カ 国 務 ⾧ 官 ジ ェ イ ム ズ・ベ イ カ ー が ソ 連 の ゴ ル バ チ ョ

フ 書 記 ⾧ に 対 し て 、ソ 連 が ド イ ツ 再 統 一 を 認 め る の で あ れ ば 、NATO は 東 側 に 1 イ ン チ も

進 ま な い 、 と 語 る 。： 90.2.9． ゴ ル バ チ ョ フ ・ ベ ー カ ー 会 談 記 録 。  

「 も し 米 国 が NATO の 枠 組 み で ド イ ツ で の プ レ ゼ ン ス を 維 持 す る な ら 、 NATO の 管 轄 権

も し く は 軍 事 的 プ レ ゼ ン ス は 1 イ ン チ た り と も 東 方 に 拡 大 し な い 。そ う し た 保 証 を 得 る こ

と は 、 ソ 連 に と っ て だ け で な く 他 の ヨ ー ロ ッ パ 諸 国 に と っ て も 重 要 な こ と だ 」  

２ ）1998 年 5 月  ジ ョ ー ジ・ケ ナ ン：ニ ュ ー ヨ ー ク・タ イ ム ズ「 NATO の 拡 大 は 、新 た な

冷 戦 の 始 ま り 。 ロ シ ア 人 は 強 く 反 発 す る だ ろ う 。 ロ シ ア の 政 治 に も 影 響 を 与 え る だ ろ う 。

そ れ は 悲 劇 的 な 過 ち だ 」  

 

 

２ ． NATO の 拡 大  

 

冷 戦 の 終 焉 ： 米 ソ の 和 解 で は な く 、「 民 主 主 義 の 勝 利 」 と 位 置 付 け る  

東 欧 の 民 主 化 後 、 東 欧 自 体 が NATO 加 盟 を 望 む 。 NATO 拡 大 へ 。  

1999 年  （ ３ ） チ ェ コ ・  ハ ン ガ リ ー ・  ポ ー ラ ン ド  （ セ ル ビ ア 空 爆 ）  

2002.5. ロ シ ア 、 準 加 盟 国 扱 い （ NATO ロ シ ア 理 事 会 ）： 実 際 に は オ ブ ザ ー バ ー  

2004 年  （ ７ ）ブ ル ガ リ ア・ エ ス ト ニ ア・ ラ ト ビ ア・ リ ト ア ニ ア・ ル ー マ ニ ア・ ス ロ

バ キ ア ・  ス ロ ベ ニ ア     （ ア フ ガ ン 、 イ ラ ク 戦 争 に 参 加 ：「 Ｎ Ａ Ｔ Ｏ は 軍 事 同 盟 」）  

2008 年  ブ カ レ ス ト サ ミ ッ ト 宣 言  ウ ク ラ イ ナ 、 ジ ョ ー ジ ア （ グ ル ジ ア ） へ の 拡 大 承 認  

2009 年  （ ２ ） ア ル バ ニ ア ・  ク ロ ア チ ア  (28 か 国 ）  

2017 年  （ １ ） モ ン テ ネ グ ロ 、 2020 年  （ １ ） 北 マ ケ ド ニ ア （ 30 か 国 ）  

ｘ 年    ジ ョ ー ジ ア 、 ウ ク ラ イ ナ へ の 拡 大 ： 双 方 と も ロ シ ア の 戦 争 へ  

 

資 料  

NATO:ブ カ レ ス ト サ ミ ッ ト 宣 言  （ 2008.4.3．）に 、ウ ク ラ イ ナ・ジ ョ ー ジ ア へ の 拡 大 明 記  

  （ ド イ ツ 、 フ ラ ン ス は 反 対 し た が 。。）  

 https://www.nato.int/cps/en/natolive/official_texts_8443.htm 

第 23 項  NATO は 、 NATO へ の 加 盟 を 望 む ウ ク ラ イ ナ と ジ ョ ー ジ ア の 要 求 を 歓 迎 す る 。

我 々 は 本 日 、こ れ ら の 国 が NATO の 加 盟 国 に な る こ と に 合 意 し た 。両 国 は 同 盟 の 活 動 に 貴

重 な 貢 献 を し て き た 。 ウ ク ラ イ ナ と ジ ョ ー ジ ア の 民 主 的 改 革 を 歓 迎 し 、 5 月 の ジ ョ ー ジ ア

で の 自 由 で 公 正 な 議 会 選 挙 を 楽 し み に し て い る 。MAP（ 加 盟 の た め の 行 動 計 画 ）へ の 参 加
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は 、 ウ ク ラ イ ナ と ジ ョ ー ジ ア が 直 接 加 盟 国 に な る た め の ス テ ッ プ だ 。 本 日 、 こ れ ら の 国 の

MAP（ 加 盟 の た め の 行 動 計 画 ）参 加 を 支 持 す る こ と を 明 確 に し た 。故 に 我 々 は 今 、彼 ら の

MAP 参 加 に 関 し 未 解 決 の 問 題 に 対 処 す る た め 高 度 な 政 治 的 レ ベ ル で 双 方 と の 集 中 的 な 関

与 へ の 移 行 を 開 始 す る 。我 々 は 2008 年 12 月 の 会 合 で 各 外 相 に 進 捗 状 況 の 最 初 の 評 価 を 行

う よ う 要 請 し た 。  

（ 2008.4．NATO は ウ ク ラ イ ナ 、ジ ョ ー ジ ア の NATO 加 盟 に 向 け MAP を 開 始 し 全 面 的 支

援 に 入 ろ う と し て い た ） →  

2008.8 4 か 月 後 に は ロ シ ア は 、グ ル ジ ア に 侵 攻（ 5 日 間 戦 争 ）、南 オ セ チ ア ・ア ブ ハ ジ ア

に 「 中 立 地 帯 」 の 軍 駐 留 。（ こ ち ら に は 米 軍 、 必 ず し も 関 わ ら ず ）  

 

 

2014 年  マ イ ダ ン 革 命 以 降 、 ア メ リ カ 、 イ ギ リ ス 、 NATO、 ウ ク ラ イ ナ 支 援  

（ 2014.9.11-13. YES Yalta European Strategy Conference.ヤ ル タ ヨ ー ロ ッ パ 戦 略 会 議 ）  

（ 筆 者 も 参 加 ）  

欧 州 と ア メ リ カ の 温 度 差  

＊ 欧 州 議 会 議 ⾧  １ ． 危 機 へ の 軍 事 的 解 決 は な い 。 ２ ． ロ シ ア な し に 政 治 的 解 決 は な い 。  

３ ． 欧 州 連 合 欧 州 議 会 は ウ ク ラ イ ナ を 支 援 。  

https://www.europarl.europa.eu/former_ep_presidents/president-schulz-2014-

2016/en/press-room/speech_at_the_yalta_european_strategy_-_yes_conference.html 

 

資 料  

１ ）キ ッ シ ン ジ ャ ー：2014.3.5 ワ シ ン ト ン ポ ス ト 、「 ウ ク ラ イ ナ 、二 つ の 異 な っ た 部 分 か

ら な る 。 ガ リ ツ ィ ア が 東 を 支 配 し よ う と す れ ば 戦 争 に な る 。 フ ィ ン ラ ン ド の よ う な 、 戦 争

の 緩 衝 地 帯 に す べ き 。」  

２ ） ミ ア ・ シ ャ イ マ ー ： ウ ク ラ イ ナ へ の NATO 東 方 拡 大 は 、 1962 年 の キ ュ ー バ へ の 核 ミ

サ イ ル 配 備 、キ ュ ー バ 危 機 と 同 じ 。 ウ ク ラ イ ナ の よ う な 東 西 の は ざ ま の 地 域 は 中 立 化 が 望

ま し い 。（ 軍 事 リ ア リ ス ト か ら の 提 言 ）  

 

に も か か わ ら ず 、 NATO 拡 大 を 促 進 し 、 武 器 供 与 を 行 っ た の は 、 バ イ デ ン の 意 図 。  

＜ 着 々 と 代 理 戦 争 準 備 ＞ ： ロ シ ア が 入 る 前 か ら 。 ジ ョ ー ジ ア の 教 訓  

 

３ ． マ イ ダ ン 革 命 後 、 ポ ロ シ ェ ン コ 大 統 領 の NATO 拡 大 と バ イ デ ン と の 関 係  

 

2014 年 、 6 月 。 ポ ロ シ ェ ン コ 大 統 領 、 ヤ ツ ェ ニ ュ ク 首 相 就 任 （ 2016 年 4 月 12 日 に 辞 任 ） 

１ ）  憲 法 に NATO・ EU 加 盟 を 目 指 す こ と を 明 記 。 NATO 加 盟 推 進 。（ Fuck the EU）  

２ ）  2014 年 、 ハ ン タ ー ・ バ イ デ ン 氏 は ウ ク ラ イ ナ の 国 営 天 然 ガ ス 会 社 ブ リ ス マ に 年 間

100 万 ド ル の コ ン サ ル タ ン ト と し て 入 社 し た 。 同 年 4 月 に 当 時 の 副 大 統 領 で あ る 父

親 が ウ ク ラ イ ナ を 訪 問 し 、 ブ リ ス マ の 幹 部 と 会 っ た 1 か 月 後 。  
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３ ）  資 金 支 援 → 武 器 供 与  

2014.9.19． ポ ロ シ ェ ン コ 、 武 器 を 要 請 。「 毛 布 で は 勝 て な い 」 米 ホ ワ イ ト ハ ウ ス は 同 日 、

こ れ ま で ウ ク ラ イ ナ に 支 援 し た 2 億 9100 万 ド ル（ 約 310 億 円 ）の 援 助 に 加 え 、5300 万 ド

ル（ 約 57 億 円 ）の 追 加 支 援 を 発 表 し た 。国 際 支 援 組 織 に 人 道 面 で 資 金 提 供 す る ほ か 、軍 事

物 資 を 提 供 す る 。（ 日 経 ）  

2014.9.18 VOV5World オ バ マ 大 統 領 は １ ８ 日 、 訪 米 中 の ウ ク ラ イ ナ の ポ ロ シ ェ ン コ 大

統 領 と ホ ワ イ ト ハ ウ ス で 会 談 。 同 日 、 ア メ リ カ 政 府 は ウ ク ラ イ ナ 軍 に 対 す る ４ ６ ０ ０ 万 ド

ル （ 約 ５ ０ 億 円 ） 規 模 の 支 援 を 表 明 。 １ ８ 日 、 軍 事 援 助 を 含 む ３ 億 ５ ０ ０ ０ 万 ド ル （ 約 ３

８ ０ 億 円 ） の 追 加 支 援  （ 計 3 億 9600 万 ド ル ： 430 億 円 ）  

 

４ ． 停 戦 調 停 、 ミ ン ス ク 議 定 書 （ 2014.11）、 ミ ン ス ク 合 意 ２ (2015.2) 

 

ド イ ツ ・ メ ル ケ ル 首 相 、及 び 、フ ラ ン ス・ オ ラ ン ド 大 統 領 の 仲 介 、OSCE(全 欧 安 保 協 力 機

構 の 監 督 の 下 ) ミ ン ス ク 合 意 ２ は 、 現 在 で も 極 め て 重 要 な 内 容 。  

１ ） 戦 闘 の 停 止 、 ２ ） 前 線 か ら の 重 火 器 の 撤 去 、 ３ ） ウ ク ラ イ ナ 法 に 基 づ い た 地 方 選 挙 、

４ ） 恩 赦 と 捕 虜 の 釈 放 、 ５ ） 人 道 援 助 と 社 会 保 障 、 ６ ） 外 国 軍 と 傭 兵 の 撤 退 、  

7） 非 集 権 化 憲 法 の 改 正   緩 衝 地 帯 を 実 現 で き ず 、 守 ら れ な か っ た 。  

現 在 で も 有 効  

 

５ ． ゼ レ ン ス キ ー 大 統 領 2019.5.20.勝 利 と 、 ア メ リ カ の 戦 略  

 

2019.5.20． 東 の 一 部 住 民 （ 12％ ） を 除 く 大 統 領 選 挙 で 、 ゼ レ ン ス キ ー 勝 利  

親 ロ シ ア 派 を 国 家 反 逆 罪 で 逮 捕 。  

１ ） ア メ リ カ 、 軍 事 支 援 と 、「 価 値 の 同 盟 」   

2021.6． バ イ デ ン 、 G7 で 「 価 値 の 同 盟 」   

2021.9． バ イ デ ン 、 ゼ レ ン ス キ ー に 、 6000 万 ド ル （ 66 億 円 ） で 対 戦 車 ミ サ イ ル 支 援   

（ ホ ワ イ ト ハ ウ ス ） 12 月 よ り 武 器 援 助 。 ア メ リ カ の ウ ク ラ イ ナ 軍 事 援 助 25 億 ド ル 相 当 に

（ 3000 億 円 ）   「 ア メ リ カ は 戦 争 に 参 加 し な い 」  

2022.2.24． の ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 以 降 、 37 億 ド ル 相 当 を 支 援 。  

携 行 式 地 対 空 ミ サ イ ル「 ス テ ィ ン ガ ー 」1400 発 以 上 、携 行 式 多 目 的 ミ サ イ ル「 ジ ャ ベ リ ン 」

5000 発 以 上 を 含 む 対 戦 車 ミ サ イ ル 1 万 2000 発 以 上 、 自 爆 型 無 人 ド ロ ー ン  

破 壊 さ れ る の は ロ シ ア 戦 車 や ロ シ ア 兵 、 ウ ク ラ イ ナ の 建 物 、 ウ ク ラ イ ナ 兵 ・ 市 民  

国 際 社 会 が 懸 念 す る 中 、 米 、 NATO、 ド イ ツ 、 軍 事 支 援 を 本 格 化  

 

２ ）  経 済 制 裁  

① ロ シ ア の 石 油 、 天 然 ガ ス の パ イ プ ラ イ ン 拒 否 。  

② 国 際 金 融 決 済 SWIFT か ら の 締 め 出 し  

③ プ ー チ ン 、 ラ ブ ロ フ の 個 人 資 産 凍 結 、 家 族 資 産 凍 結 も 。  
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こ れ だ け で は 、 ロ シ ア の 軍 事 侵 攻 を 止 め る こ と は で き な い 。  

ウ ク ラ イ ナ 国 民 に 、 こ れ 以 上 の 戦 争 被 害 を 出 す こ と を  

止 め る こ と が 急 務 。  

 

★  ト ル コ の 停 戦 提 案 ;エ ル ド ア ン 大 統 領  6 項 目  ＋ ゼ レ ン ス キ ー 、 中 立 化 を 承 認 。  

１ ）ウ ク ラ イ ナ の 中 立 化 、２ ）非 武 装 化 、安 全 保 障  3）非 ナ チ 化 、４ ）ロ シ ア 語 の 使 用 制

限 の 解 除 、 ５ ） 東 部 ド ン バ ス 地 方 の （ 一 部 ） の 帰 属 、 ６ ） ク リ ミ ア 半 島 の 帰 属  

 

ブ チ ャ の 集 団 殺 戮 、 停 戦 交 渉 中 断 、 ア メ リ カ 「 戦 争 は 継 続 さ れ る 」（ 停 戦 を 希 望 し な い ）  

 

最 後 に ： 結 論 と 展 望  

1）．  ウ ク ラ イ ナ 問 題 と は 何 か ？ ： ア メ リ カ の ⾧ 期 的 軍 事 戦 略 「 専 制 国 家 の 弱 体 化 」   

（ ロ シ ア の み な ら ず 、 中 国 、 他 の 専 制 国 家 も 標 的 ： 欧 米 的 価 値 ）  

一 方 で 、 経 済 的 に は 、 中 国 、 イ ン ド 、 イ ン ド ネ シ ア な ど の 成 ⾧ と 沈 黙 に も 着 目  

20 世 紀 末 の よ う に 、 ア メ リ カ 一 強 支 配 が 、 再 校 で き る わ け で は な い 。  

★ ロ シ ア 軍 に よ る 、 主 権 国 家 ウ ク ラ イ ナ へ の 侵 入 :主 権 と 領 土 の 侵 害 、 国 際 法 の 蹂 躙 。  

こ れ を 国 際 社 会 と し て は 許 す こ と は で き な い 。  

ロ シ ア は 、 わ た っ て は な ら な い 橋 を 渡 っ て し ま っ た 。  

し か し こ れ 以 上 破 壊 兵 器 を ウ ク ラ イ ナ に 送 る べ き で は な い 。ウ ク ラ イ ナ そ の も の を 弱 体 化

さ せ る 。 軍 事 力 で は な く 、 あ く ま で 対 話 と 外 交 交 渉 に よ る 問 題 解 決 を ！  

可 能 な 限 り 早 期 の 停 戦 合 意 を ！  

ア メ リ カ 「 戦 争 は 数 年 続 く 」  

こ の ま ま で は ロ シ ア へ の 制 裁 と い う よ り 、 ウ ク ラ イ ナ 国 家 の 破 壊 、 ロ シ ア の 完 全 弱 体 化  

 

２ ）． ★ ア メ リ カ 、 資 金 供 与 ・ 武 器 供 与 と NATO 拡 大 を 非 難 さ れ な い た め に 、  

ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 が 必 要 で あ っ た 。   

何 が ロ シ ア を 、 キ エ フ 、 西 ウ ク ラ イ ナ ま で 侵 攻 、 政 府 転 覆 ま で 試 み さ せ た の か ？  

ロ シ ア に と っ て の ウ ク ラ イ ナ の 重 要 性 、NATO 拡 大 の 脅 威 。西 側 国 境 か ら の 武 器 流 入 の 阻

止 。ロ シ ア 、他 国 へ の 侵 攻 は 非 難 さ れ る べ き だ が 、既 に 2014 年 以 来 、ア メ リ カ か ら の 武 器

供 与 、 軍 事 訓 練 な ど が 継 続 的 に 行 わ れ 続 け て い た 。 死 者 は 圧 倒 的 に ロ シ ア 兵 の 方 が 多 い 。 

 

３ )．日 本 、中 国 、イ ン ド 、ブ ラ ジ ル：BRICS 諸 国 、東 南 ア ジ ア・ア フ リ カ「 非 同 盟 」諸 国

の 声 を 広 げ て い く 。 ア ジ ア で 、 平 和 と 安 定 、 主 権 尊 重 、 即 時 停 戦 の 声 明 を  

４ )． ★ 国 連 事 務 総 ⾧ 、 ト ル コ に よ る 停 戦 協 議 、 緩 衝 地 帯 へ の 国 連 中 立 軍 派 兵 を 検 討 。  

５ ）．ウ ク ラ イ ナ 、ロ シ ア 双 方 に 、武 器 を 置 く よ う 、戦 争 停 止 要 求 。ア メ リ カ に は 武 器 供 与

停 止 要 求 。 国 際 市 民 か ら の 、 停 戦 と 武 器 供 与 停 止 要 求 。 市 民 社 会 と し て は 重 要 。  

＜ 境 界 線 上 で の パ ワ ー の 衝 突 ： ア メ リ カ も 含 め 、 軍 事 力 、 武 器 供 与 で な く 、  

即 時 停 戦 、 平 和 と 安 定 、 主 権 尊 重 と 、 国 際 法 規 遵 守 、 外 交 交 渉 に よ る 解 決 こ そ 重 要 ！ ＞  
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★ 国 際 社 会 、 メ デ ィ ア 、 知 識 人 、 市 民 の 側 か ら 、  

ロ シ ア の 軍 事 侵 攻 停 止 、 ア メ リ カ ・ 欧 州 の 武 器 供 与 停 止 、 即 時 停 戦 を 求 め た い 。  

 

 

 

参 考 資 料 ：（ グ ロ ー バ ル 国 際 関 係 研 究 所 ホ ー ム ペ ー ジ に UP）  

羽 場 久 美 子  

 

１ ）  PPT 憂 慮 す る 歴 史 家 の 会  シ ン ポ ジ ウ ム  2022.４ .29 

「 EU・ NATO vs ロ シ ア の は ざ ま で 引 き 裂 か れ る ウ ク ラ イ ナ  

− 境 界 線 で せ め ぎ 合 う 大 国 ― ＜ 国 際 法 の 遵 守 、 平 和 ・ 安 定 ・ 繁 栄 が 基 本 ＞ 」  

２ ）  PPT 参 考 ： 憂 慮 す る 歴 史 家 の 会 シ ン ポ ジ ウ ム 2022.4.29. 

「 ア メ リ カ の 東 ア ジ ア 戦 略 ― バ イ デ ン は な ぜ 日 中 の 協 力 関 係 に く さ び を 打 ち 込 む

の か ？ 「 価 値 の 同 盟 」 QUAD、 AUKUS と 東 ア ジ ア 」  

３ ）  「 危 う い 善 悪 単 純 化 の 一 面 報 道 。 ロ シ ア 、 ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に み る 、 問 わ れ る 柔 軟 思

考 と 多 面 的 ・ 客 観 的 分 析 。 戦 争 は 戦 争 に よ っ て は 解 決 で き な い 」  

月 刊 「 ジ ャ ー ナ リ ス ト 」 2022.4.25．  

４ ）  「 中 国 と は 戦 争 し な い 。 ロ シ ア ・ ウ ク ラ イ ナ 戦 争 の 教 訓 」  

月 刊 『 社 会 民 主 』 2022 年 5 月 。  

５ ）  「 ア メ リ カ の 影 響 力 抜 き に は 語 れ な い ロ シ ア の 軍 事 侵 攻  

 ― ミ ン ス ク 2 の 時 点 に 戻 り 、 即 時 停 戦 を 」  

月 刊 『 マ ス コ ミ 市 民 』 2022 年 5 月 。  

６ ）  拓 殖 大 学 『 海 外 事 情 』 特 集 ： 試 さ れ る 民 主 主 義 「 ロ シ ア ・ ウ ク ラ イ ナ 危 機 と フ ラ ン

ス 大 統 領 選 挙 ― マ ク ロ ン は フ ラ ン ス 、 EU、 グ ロ ー バ ル 世 界 の リ ー ダ ー と な る か ？ 」

2022 年 5 月 。  

（ 近 刊 ）  

 


